
東広島市農福連携の
取組をご紹介します！

期間：令和２年１０月１日～令和６年１１月２８日

健康福祉部 障がい福祉課
障がい福祉係 主査 山下



将来都市像：「未来に挑戦す
る自然豊かな国際学術研究都
市～住みたい、働きたい、学
びたいまち、東広島～」
方向性：世界に貢献するイノ
ベーション創造のまち、暮ら
し輝き笑顔あふれる生活価値
創造のまちという2つを掲げ、
「選ばれる都市」を目指す。

自治体の概要
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産業

地域
資源

未来への
施策方針 製造品出荷額等、広島県内で4番目の規模。

自動車関連産業、情報通信、電子部品など
研究機能を備えた先端技術産業が集積。
稲作を中心に、広島県最大の穀倉地帯。

・大学（国立大１校、私立大３校）
・研究機関（サイエンスパーク、理化学研究所）
・国際支援機関（JICA）
・緑豊かな里山や美しい田園風景、
瀬戸内海の多島美を臨む海岸線など、
風光明媚な景観資源。



東広島市の取組（就労）

東広島市では次の４つの事業を起点
として障がい者の就労をサポートす
る事業を行っています。

•一般就労支援

•障害福祉分野資格取得等補助

•介護サポーター事業

•農福連携の推進
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東広島市の取組（就労）
農福連携の推進
農福連携事業では、担い手の不足が深刻な農業の担い手不足解消と、

就労継続支援事業者の就労機会を増やすことで、利用者（当事者）

の工賃向上を目的とした事業です。

• 農福連携推進補助金
農福連携のキッカケづくりとして、農業に従事し

た障害者の人件費の２分の１を補助しています。

• 東広島市農福連携推進員の雇用
農福連携コーディネーターを配置し、就労継続支

援事業者と農業法人、認定農業者とのマッチング

を行っています。 4



農福連携とは？
•農業担い手不足解消と障がい者等が農業分野で
活躍することを通じ、工賃向上と自信や生きが
いを持って社会参画を実現していく取組み。

※東広島市
安芸津町の
ジャガイモ
農園の様子
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農福連携とは？
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東広島市では？
•令和２年度、コロナ禍に苛まれ、収入先が激減
した福祉事業所と、担い手の確保を目指す農家
のマッチングにより、新たな収入先と新たな働
き手の確保を目指す事業として開始。
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東広島市では？
•「無から有」を作り出す必要性があることから、
インセンティブを設置。
農福連携支援制度（附帯施設の整備費補助）

•農福連携推進補助金（労務費補助）＋専従職設置
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東広島市では？
•マッチング実績

○令和２年度 １６件マッチング
実績3,417,698円、補助額1,705,000円

○令和３年度 ３３件マッチング
実績5,987,692円、補助額2,965,000円

○令和４年度 １９件マッチング
実績4,623,603円、補助額2,265,000円

○令和５年度 ２３件マッチング
実績6,355,770円、補助額3,026,000円
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新たな取り組み
•令和４年度から、「ノウフクマルシェ」

始めました。
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新たな取り組み
•農福連携を拡大するために必要な、
「IN」と「OUT」
IN・・・農福連携に携わるには、
どんな活動か知ってもらわないといけない。

OUT・・・農福連携にメリットを感じてもらう
ためには、携わった産品が、品質・流量共に
認知されないといけない。

⇒市民、メディア露出等を目指した
「ノウフクマルシェ」（産品即売会）を開催
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新たな取り組み

•ノウフクマルシェ実績 （令和６年３月時点）

来場者数 延べ 5,793人 売上金額 2,363,820円

・当初、東広島市役所本庁で開催。
市の広報媒体を使った周知活動を展開。

・(株)イズミ様と地域活性化包括連携協定を
締結したことをキッカケに、ゆめタウン
東広島店で「ノウフクマルシェ」を開催する
等のコラボレーションも実現。
⇒地域定着に着実な周知効果を発揮。 12



広がる農福連携事業
・国のノウフクコンソーシアムとの連携

ノウフクマガジン#55（https://noufuku.jp/magazine/post-20230123-2/）より転載
© 2023 https://noufuku.jp, All rights Reserved. 

ノウフクWEBは一般社団法人日本基金により運営されています。 13
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これからの東広島市農福連携
・より柔軟にマッチング、企画、スキーム構築が
進められるよう、地域特性を活かした形で、
コンソーシアムの設立を目指す。

・新たな技術、担い手の確保を目指す。

・総じて・・・

農福連携が当たり前の地域を目指す。
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これからの東広島市農福連携
・課題もまだまだ多くあります。

時間、距離、相互理解、最低賃金、etc…

当事者意識の形成を進め、一つ一つの課題解決
に参加者全員のアイデアと合意を得て、
クリアしていくことが大切。
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ご清聴ありがとうございました。

健康福祉部 障がい福祉課
障がい福祉係


